
高等学校国語科 （第１学年 言語文化） 「葉桜と魔笛（太宰治）」 

自分の考えや見方・考え方を明らかにする活動の工夫 

文学的文章を扱う授業や読書感想文の課題において，このような生徒の姿を見たことはありませんか？ 

 文学的文章を自ら読み深め，作品の解釈や評価をする力を高める活動 

上記のような生徒に対して，叙述を基に作品の意味を考えたり作品の価値を判断したりするような読

む力を養う工夫を紹介します。 

学習の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の考えを書く課題に何を書けばいいかわからず，インターネット上の文章を写してしまう。 

・作品についての話し合いで何を発言すればよいかわからず，活動が停滞してしまう。 

・大半が本文の要約や抜き出しで構成された，自分の考えがほとんどない感想文を書いてしまう。 

 

 

自分たちの記述の中にある「読む視点」の存在に気付かせ，「読む視点」を意識的に用いて作品を

読む単元を設計することで，生徒が作品の意味や価値を主体的に考えながら読む足がかりをつくるこ

とができます。「読む視点」を変えながら何度も作品に向き合ったり，考えを他者と話し合ったりす

る活動を通して，解釈したり評価したりする力が生徒に身に付いていきます。 



授業改善の工夫 「自分の考えや見方・考え方を明らかにする活動の工夫」 

 

高等学校 国語科学習指導案 第１学年 言語文化 

単 元 名 

（教 材 名） 

「作品レビュー」の作成を通して，作品の解釈や評価をしよう 

（小説「葉桜と魔笛」太宰治（新編言語文化 数研出版）） 

 

単元のねらい 

「作品レビュー」の作成とその振り返りの活動を通して，「読む視点」を用い

て文学的文章を読み深め，叙述を基に作品の意味を考えたり，作品の価値を

判断したりすることができる。 

 

単元の流れ 

 

 

「葉桜と魔笛」（全７時間） 

第１時 

 ・「作品レビュー」作成という目標の確認，通読，内容の大まかな把握 

第２時 

 ・内容の大まかな把握（小テストとその確認），初読の感想記述 

第３時【事例有】 

 ・初読の感想の読み合いと「読む視点」の発見 

・「読む視点」を用いた読み深め方の学習①（「キャラクター※」） 

第４時 

・「読む視点」を用いた読み深め方の学習②（「タイトル※」） 

第５時 

 ・「読む視点」を用いた読み深め方の学習③（「描写の効果※」） 

第６時 

 ・共通課題についての班での話し合い，「作品レビュー」作成 

第７時 

 ・記述物の振り返りと「振り返りシート」記述 

 ・「読む視点」と読みの深まりとの関係の整理 

※「キャラクター」「タイトル」「描写の効果」は，特に生徒が理解して読みを深めやすく，解釈や評

価につながりやすいため取り上げることとした。 

準 備 物 

教科書 

ワークシート（内容確認小テスト，初読の感想用紙，初読の感想一覧，作品

レビュー準備メモ，作品レビュー本番用紙，振り返りシート） 

インターネットクラウド（各クラス），個人端末 

本時のねらい（第３時） 

自分たちの書いた初読の感想から「読む視点」を発見し，その「読む視点」に関連した問いについて

考えながら作品を読み深めることができる。 

生徒に示す本時のねらい 

発見した「読む視点」を意識して作品を読んでみよう。 



学習過程 

段

階 
学習内容・生徒の活動 

時間 

（分） 

◇指導上の留意点 ◆評価【観点】（評価方法） 

※評価はＡの具体的な姿の例と、Ｃへの手立ても記す 

導 

 

入 

１ 前時までの学習内容を振り返り，

本時のねらいを確認する。 

２ ◇生徒の初読の感想の一部をまとめたものを

生徒に配付する。その際，今後授業で扱う「読

む視点」が含まれるものを選ぶようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

開 

２ 初読の感想一覧を読み，作品の何

に注目して書かれた記述であるかを

考え，自分たちの「読む視点」を発見

する。 

①個人で一覧を読み，考える。 

②ペアで考えを話し合う。 

③クラスで共有し，言語化していく。 

３ 「読む視点」の中から，「キャラク

ター」に注目した読み深め方について

の教師の説明を聞く。 

４ 作品を再読しながら「キャラクタ

ー」に関する問いを設定し，答えを「作

品レビュー準備メモ」に記述する。 

①問いを設定する。 

②作品を再読する。 

③問いに対する考えをインターネッ

トクラウド上にコメントとして書く。 

④「作品レビュー準備メモ」を記述す

る。 

 

 

 

 

 

 

18 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

23 

 

 

 

 

◇「読む視点」の発見の仕方を生徒が理解しや

すくなるよう，考え方の例を示す。 

（例）「難しくて読みづらい」→文体や用いら

れている言葉  

「最後がどうなったか気になる」→終わり方  

 

 

◇「読む視点」を用いた読み深め方を生徒が具

体的にイメージできるよう，例を取り上げてス

ライド等で説明する。 

◇考えることが苦手な生徒が参考にできるよ

う，クラウド上に入力したコメントはその場で

見られるようにする。 

◇「作品レビュー準備メモ」は，「読む視点」

ごとに問いと読み取ったことや考えを記入で

きるような構成にすることで，生徒が「読む視

点」ごとに読み深めるための問いを設定する力

を高めることができる。【ポイント】 

 

 

ま 

 

と 

 

め 

５ 「作品レビュー準備メモ」を提出

し，次回の授業の説明を聞く。 

２ ◆「読む視点」に関する問いに対して，叙述を

丁寧に読むことで答えを考え，記述している。  

【思】（記述の点検） 

A:具体的な叙述を抜き出したりまとめたりし

ながら，それを根拠として論理を構築し，問い

の答えを記述している。 

C:考えを記述できない生徒には，補助発問等を

「作品レビュー準備メモ」に記入し支援する。 

実際の「作品レビュー準備メモ」 



 


